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イタリア 観光名所「スペイン階段」、座ったら多額の罰金 ローマ 
2019.08.09 Fri posted at 10:46 JST CNN

 （ＣＮＮ） イタリアの首都ローマで、ユネスコの世界遺産に登録された観光名所「スペイン階段」

に座ったり寝そべったりする行為を禁止する条例が施行された。違反した場合の罰金は最低で２５

０ユーロ（約３万円）。階段を汚したり破損したりすれば４００ユーロ（約４万７０００円）の罰金を命じ

られることもある。スペイン階段は１５０万ユーロをかけた修復作業が２０１６年１０月に完了した。

修復費用は創業１３０周年を記念してイタリアの高級ブランド、ブルガリが負担した。以前からスペ

イン階段での飲食などは禁止されていたが、これまで座ることは禁じられていなかった。現地のツ

アー業者は新たな条例について、スペイン階段は観光客が増え続けて手に負えない状況になって

おり、規制する必要があったと理解を示した。イタリアの観光地では、トレビの泉での遊泳禁止、フ

ィレンツェの食べ歩き禁止、ベネチア中心部への大型クルーズ船の入港禁止といった規制が相次

いで導入されている。中には観光客が押し寄せる「オーバーツーリズム」対策を目的とした規制も

あるものの、スペイン階段の新規制の目的は歴史文化遺産の保全にある。 
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イタリア クルーズ船が小型船に衝突、４人軽傷 「まるでパニック映画」  

ベネチア            2019.06.03 Mon posted at 09:41 JST CNN 
 （ＣＮＮ） イタリアのベネチアで２日、大型クルーズ船が港に突っ込んで小型観光ボートと衝突

し、当局によると４人が軽傷を負った。 ターミナルにいた人たちは大型船がゆっくりと迫って来る姿

を見て逃げ惑い、「まるでパニック映画のようだった」と目撃者は話している。 港湾当局がＣＮＮに

語ったところによると、クルーズ船「ＭＳＣオペラ」は現地時間の２日午前８時半ごろ、ジュデッカ運

河のターミナルに突っ込んで、停泊していた小型観光ボートの「リバー・カウンテス」に衝突した。こ

の様子を動画で撮影してツイッターに投稿したユーザーは、「鳴り響くサイレンと衝突の様子はも

のすごく恐ろしく、まるでパニック映画のようだった」と書き込んでいる。 クルーズ船を運航するＭＳ

Ｃクルーズは、同ターミナルに向かっていたクルーズ船で「技術的問題」が起きたと述べ、原因究

明のための調査が続けられていると説明した。同船は当局の許可を得て予定通り同ターミナルに

停泊し、乗客を乗り降りさせる作業を継続する。 ベネチア港湾当局は、２日は事故対応を優先す

るとしながらも、翌日からはベネチアを航行する大型船の問題解決に乗り出すと表明した。 イタリ

アのコスタ環境相も今回の事故について、「我々がずっと前から言ってきたこと、すなわちクルーズ

船がジュデッカ運河を航行してはならないということが確認された」とツイートしている。  

今世界中の観光地で深刻化するオーバーツーリズム問題。日本では「観光公害」とも呼ばれてい

ますが、観光客は増えすぎると困るが来てほしいという観光地の複雑なジレンマも伺えます。 

【バルセロナ/スペイン】 

 バルセロナ市民約１６０万人に対し観光客はその 20 倍に近い約３２００万人が年間訪れます。 

夜間の騒音やゴミ問題。民泊の増加で空室のアパートが減り賃貸物件の家賃が高騰。市は歴史地

区での商業施設開設禁止、民泊目的マンション建設禁止、固定資産税の引き上げを発表しました。 

【アムステルダム/オランダ】 

観光名物「ビアバイク」。１台１０人ほどが乗車しビールを片手にペダルをこいで街を散策できる観

光用乗り物です。交通渋滞や交通事故、酔って騒ぐなどの問題が頻発。地元裁判所は「無秩序な

振る舞いは許されない」としてビアバイク禁止条例を施行しました。 

【ベネチア/イタリア】 

「水の都」ベネチアは、住民約５万人に対し、５００倍におよぶ年間約２５００万人の観光客が訪れ

ます。生活通路の運河や路地の混雑が慢性化し、ついに住民の怒りが爆発。「ベネチアに来るな」

と海上デモを展開する事態となりました。政府はゴンドラや観光ボートのルート変更、ピーク時の観

光客立ち入り制限ゲートを設置。住民を優先して通行させる措置を講じました。 

この問題が大きくなりすぎて手遅れとならないうちに適切なマネージメントが必要でしょう。（松原） 

 

 


